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TPS-30E
TPS-40E

ツールプリセッタ

●取扱説明書●



 

ご注意

危 険

取扱いを誤った場合に危険な状況が起こり、中程度の
障害や軽症を受ける可能性が想定される場合および
物的損害のみの発生が想定される場合

取扱いを誤った場合に危険な状況が起こり、死亡
または重傷を受ける可能性が想定される場合

尚、　　　  に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性
があります。いずれも重要な内容を記載していますので必ずお守りください。

ご注意 

安全上のご注意

・不当な取り扱いをすると、破損や計測誤差、故障の原因となります。
　また刃具等によりケガをする恐れがあります。    　

・ツールプリセッタは、安定があり強度のある作業台に、３本のＭ１０キャッ
　プボルトで必ず固定してください。不安定な状態でご使用された場合は、
　ツールプリセッタの落下や転倒などによりケガをする恐れがあります。

・測定中やプリセット時、刃具に手や身体を触れないでください。
　刃具でケガをする恐れがあります。

・ツールのツールプリセッタへの脱着時、手が滑るとケガをする恐れがあります
　ので十分に注意してください。 
   　
・２Ｄエッジセンサの取り付けが水平でない場合や、テーパ部に打痕がついて　
　いる場合は測定結果に大幅な誤差が発生します。
　誤差が生じた状態で測定されたツールで加工されますとワークの加工不良や　
　刃具の折損が生じる可能性があります。

危 険

設置、計測、保守・点検の前に、必ず取扱説明書を全て熟読し、正しくご使用ください。
計器の知識、安全の情報、注意事項のすべてについて習熟してからご使用ください。
熟読された後はご使用者がいつでも確認できる場所に保管してください。
本商品は、弊社の厳密なる品質および精度検査に合格した事を証明致します。

この説明書では、安全注意事項のランクを『危険』『注意』と区分してあります。



【設置場所】
（電気･磁気）
・電流変動や電磁波の発生しそうな場所、溶接装置等、電流を多く使用する機器のそばに設置 
　した場合、誤動作、誤表示または表示器の破損の原因となります。
・本装置は、静電気を嫌います。金属に触れるなど静電除去を行ってから使用してください。
（雰囲気）
・切削油、水、塵などの影響を直接受ける場所でのご使用は避けてください。
・湿度の高い場所でのご使用は避けてください。
・ゴミやホコリの多い場所でのご使用は避けてください。
（温度）
・直射日光、熱風の当たる場所でのご使用は避けてください。
・周囲温度は5℃から40℃の範囲でお使いください。精密な測定を行うときは、
　測定温度の環境が20℃近くで、かつ温度変動がなるべく少ないことが必要です。

【使用・保管】
・スピンドルとツールのテーパ面のゴミや汚れ、油分をきれいに取り除いてから測定を開始し
　てください。
・ツールプリセッタを傾けますと、デジタルカウンタ部及びＸ軸スケール部が急激に移動
　します。Ｚ軸終端に急激に当たりますと精度に誤差が生じたり、異常が発生する原因に
　なります。        
・スケール、表示パネルの汚れは、繊維の抜けない布または紙にアルコールをしみ込ませて拭いて
　ください。
・シンナーなどの有機溶剤は使用しないでください。
・過度な力や、落下などの衝撃を加えたり、電池交換のために電池カバーを取り外す以外に中を
　分解することはしないでください。

【電池】
・電池は必ずSR44（ボタン形酸化銀電池）をご使用ください。
・電池については、充電や分解等、ショートの恐れがあることはしないでください。
　3か月以上ご使用にならない場合は、本器より電池を取り外して保管してください。
　電池の液漏れで本器を破損するおそれがあります。また使用後は必ず電源スイッチをOFFに
　してください。

【移動・搬送】
・移動及び輸送される場合は、納入時と同様にＭ３ボルトと樹脂スペーサで固定し、
　オリジナルの梱包材を使用し納入時と同様に梱包してください。

ご注意

 

本製品は精密機器です。使用および保管の際は下記の注意事項を必ず厳守し、安全かつ
丁重な取扱いを行ってください。



●プリセッタ本体

１

１.名称及び機能

⑩

②③
⑧⑦

⑨
⑥

④

⑤

①

＃４０スピンドルと
セッティングゲージ
　　（別売品）

 名   称     
① Ｘ軸送りハンドル Ｘ軸を移動させるためのハンドルです。
 Ｘ軸スケール Ｘ軸の位置検出を行うスケールです。
 Ｘ軸デジタルカウンタ Ｘ軸測定値を表示するカウンタ表示器です。
 Ｚ軸送りハンドル Ｚ軸を移動させるためのハンドルです。
 Ｚ軸スケール Ｚ軸の位置検出を行うスケールです。
 Ｚ軸デジタルカウンタ Ｚ軸測定値を表示するカウンタ表示器です。
 ２Ｄエッジセンサ Ｘ、Ｚの方向を１つのダイヤルゲージで計測することが

可能なセンサです。
 ダイヤルテストインジケータ 
（0.01/1目盛り）  

 スピンドル  靭性に優れたセラミックを採用しています。
キズが付きにくく錆びません。

 
セッティングゲージ

 （TPS-40E用　別売品）
原点セットをおこなうためのセッティングゲージです。
TPS-40Eは、センサ部がスピンドル基準面に接触しない

②
③
④
⑤
⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

●プリセッタ本体各部名称および機能

ので必要です。

機   能 

Ｍ３ボルト

２Ｄエッジセンサの接触位置確認用インジケータです。
このインジケータがゼロを示した位置の座標値をデジタル
カウンタで読み取ります。
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２

●デジタルカウンタ(ディスプレイ装置）

Ｚ軸Ｘ軸 ⑪
⑪

⑭ ⑬ ⑫

⑫

⑮ ⑬

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

●デジタルカウンタ（ディスプレイ装置）各部名称および機能

 名   称 短・長 機   能

短 電源をオン/オフします。ON/OFF、ORIGIN

長 任意の位置で絶対原点（0.00）を設定し記憶します。

短

・任意の位置で表示値がクリアされ、比較測定(表示
　”INC”)の原点（表示0.00㎜）となります。
・基準値の入力時や呼出し時は設定モードを解除し、
　測定モードに戻ります。

ZERO/ABS

長 任意の位置で記憶させた絶対原点を呼出します。

短 ・基準値の呼出し時は選定したプリセットNo.(P1
　またはP2)を確定します。

・基準値の入力時は数字送り(+1)と入力値を設定
　するプリセットNo.(P1またはP2)を確定します。

PRESET

長
・基準値の呼出し時はプリセットNo.(P1またはP2)を
　選定します。

 
・3回長押しで基準値の入力画面になります。
・基準値の入力時は桁送り(右方向)と入力値を設定
　するプリセットNo.(P1またはP2)を選定します。

 
 

短
表示値のホールド（保持）ができ、再度押すと解除さ
れ、解除した位置の測定値を直前の測定系で表示
されます。ホールド時は”Ｈ”が表示されます。

HOLD/DATA、φ

（Ｘ軸）

長 直径表示φ、半径表示の切換えをします。
直径表示の最小目盛りは0.02㎜になります。

短
表示値のホールド（保持）ができ、再度押すと解除さ
れ、解除した位置の測定値を直前の測定系で表示
されます。ホールド時は”Ｈ”が表示されます。

HOLD/DATA、＋/－

（Ｚ軸）

長 カウンタの移動方向の加算、減算（表示”REV”）の
切換えができます。 

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

＊電池を交換等ではずした場合は、設定した基準値はすべて初期化されます。
　電池をセットした後は必ず基準値を再設定してください。

スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ

スイッチ

＊短・長の「短はスイッチを短く押す」、「長はスイッチを長く押す（2秒以上）」の意味です。　
　本書の説明では、「長押し」「短押し」と表現しています。

ご注意



２.仕　様

２-１.プリセッタ仕様

■ 別売品

２-２.デジタルカウンタ仕様

３

表 示
電 源
電 池 寿 命
バッテリ－アラ－ム
動 作 温 度

項 目 内 容
ＬＣＤ６桁　、マイナス符号　、直径記号
１.５５Ｖ酸化銀電池２個、ＳＲ４４型
５０００時間以下
”Ｂ”表示
＋５℃～＋４０℃

・１.５５Ｖ酸化銀電池:２個
　（SR44）

・２.５mmレンチ:１本

・取扱説明書 ・クイックリファレンス

プリセッタは専用梱包ケ－スにて納入します。運搬の際には、必ず専用梱包
ケ－スをご使用ください。
運搬中は、決してプリセッタを逆さまにしないでください。ご注意

３.付 属 品

 型  式
BT40-30STP

型  式
SC30
SC40

・アダプタ(TPS-40E用)

・スピンドルクリ－ナ

    
   
   
  
   
    
   
   

 

型 式
スピンドルテーパ
測 定 範 囲 ( Ｘ 軸 )
測 定 範 囲 ( Ｚ 軸 )
スケール最小目盛
寸 法 ( Ｗ × Ｈ × Ｄ )
質 量

項 目 内 容
　　　ＴＰＳ－３０Ｅ　　　　　　　ＴＰＳ－４０Ｅ
　　　　 ＢＴ３０　　　　　　　　　　ＢＴ４０
　　　　　　　　　　０～φ１８０ｍｍ
　　　０～２５０ｍｍ　　　　　　 ５０～３００ｍｍ
０.０１ｍｍ（ただし、Ｘ軸直径表示の場合は０.０２ｍｍ）
　330mm×480mm×160mm　　　　   330mm×530mm×160mm
　　　 １８.５ｋｇ　　　　　　　　　２０.０ｋｇ

・セッティングゲージ　
　　　(TPS-40E用)

 型  式
SG40-50

   NT30-32-L150
       -L225

NT40-50-L200
       -L335

・ダイナテスト(静的精度用テストバ－)

　セット型式：S2DS-TPSE

ダイヤルテスト
インジケ－タ

ワイヤ－カット
プレ－トアダプタ

・２Ｄエッジセンサ

ワイヤ－カットプレ－ト

型  式



①

②

Ｚ軸

③

長押し④

４-２.固定解除

４

・Ｘ軸スケール部は、２Ｄエッジセンサを取り付けていな 
い状態では、必要以上に引っ張ると表示部より抜けて外
れてしまいます。外れないようにご注意ください。ご注意

・プリセッタを取り出し運ぶ場合には、ベ－ス部を確実に
　持って運んでください。　   
　不安定な状態にて運びますと落下し怪我をする恐れがあ
　ります。

・専用梱包ケ－スを開き、緩衝材と付属品の収納箱を取り外し、支柱およびベ－ス部を持ち上げ、
　プリセッタを取り出してください。持ち上げる際は、絶対にスケール部を持たないでください。
・取り出したプリセッタを作業台に置いてください。
・《付属品》が全て同梱されているかを確認してください。

・ツールプリセッタの出荷時には、右図の様にＭ３のキャップ
　ボルトで１箇所固定していますので、これを取外してから
　本ツールプリセッタを使用してください。　

・別梱包している、電池（ＳＲ４４型　各々１個）をデジタルカウンタ部に下記の手順にてセット
してください。　

５.電池のセット

４.設　　　置
４-１.取り出し

①デジタルカウンタ部より電池カバ－を取り外してください。
②電池のプラス側を上にしてセットしてください。
③電池カバーをセットしてください。
④ ON/OFF,ORIGIN スイッチを 長押し (２秒以上)してください。

４-３.作業台への固定

・作業台へＭ１０キャップ
　ボルトで必ず固定して
　ください。

② ①

Ｘ軸

③

長押し④

ご注意
・電池を交換した後は、必ず任意の位置で ON/OFF,ORIGIN スイッチの 長押し 
　(２秒以上)をして、絶対原点の仮設定をしてください。
　　この仮設定を行わないとエラーが表示されることがあり、正しい測定ができ　
　　なくなる恐れがあります。
・電池取付け時は、極性 ＋ － を必ずチェックしてください。
・電池の交換の際は、10秒以上間をおいて電池を挿入してください。

・付属されている電池は機能や
　性能を確認するためのもので
　す。所定の寿命が持たない場　
　合がありますのでご了承くだ
　さい。

・電池をセットした直後に無意
　味な数字や"Ｅ"表示する場合
　がありますが、異常ではあり　
　ませんので、そのまま　
   ON/OFF,ORIGIN スイッチを
　長押し  してください。

重要

・持ち上げる際は、絶対にスケール部を持たないでください。スケール部に過度な力が
　かかると、正しい測定ができなくなり、異常が発生する原因になります。

＋

＋

M3ボルト

樹脂スペーサ



６-１.デジタルカウンタの表示

５

①Ｘ軸用・Ｚ軸用のデジタルカウンタの  ON/OFF、ORIGIN スイッチを 短押しして電源を投入し、 
　小数点以下２桁の数値が表示されることを確認してください。
②電池を交換した後は、必ず任意の位置で  ON/OFF,ORIGIN  スイッチの  長押し (２秒以上)をして、
　絶対原点の仮設定をしてください。
③Ｘ軸で直径値を表示するには、 HOLD/DATA、φ  スイッチを 長押し して、画面上に”φ”が
　表示することを確認してください。もう一度 長押し すると半径表示に戻ります。
④Ｚ軸で  HOLD/DATA、＋/－  を 長押し すると、画面上に”REV”が表示され極性（加算方向）が　 
　逆になります。もう一度 長押し すると元に戻ります。
　画面上に"REV"が表示されていないことを確認してください。

Ｘ軸
送りハンドル

Ｚ軸
送りハンドル

短押し

Ｘ軸左右

Ｚ
軸
上
下

６.表示および作動の確認

短押し

６-２.Ｘ軸・Ｚ軸の作動の確認
－ ＋

＋

－

③ ④

Ｘ軸 Ｚ軸

①Ｘ軸・Ｚ軸送りハンドルを回してＸ軸・Ｚ軸方向に円滑に動作す
　ることを確認してください。
②Ｘ軸・Ｚ軸の動きに合わせてデジタルカウンタ部の数字表示が変
　移しているかをチェックしてください。

①
①

・各軸を移動させる場合は、必ず送りハンドルを使用してください。
ご注意



７-１.特　長

７-２.ダイヤルテストインジケ－タの用途

７.２Ｄエッジセンサの取付け

・２Ｄエッジセンサは、４５°にカットされた板ばね効果を利用した機構により、Ｘ軸、Ｚ軸の　   
２方向を１個のダイヤルテストインジケ－タで感知する事で様々な測定ができます。

・取付けられているダイヤルテストインジケ－タは、測定位置確認用です。ダイヤルテストインジ
　ケ－タの針が“０”を示した時に表示されるデジタルカウンタの数字が測定値となります。

２Ｄエッジ
　　センサ

“０”ダイヤルテストイン
ジケ－タが“０”位置
になるまで２Ｄエッ
ジセンサを調整して
ください。

移動 測定値

デジタルカウンタ

ご注意

・２Ｄエッジセンサでツールを測定する場合は、軽く接触させてください。
・２Ｄエッジセンサを測定物に接触させたままで、ゆっくり回転させ、最も高い位置を
ご確認ください。無理な扱いをされますと、２Ｄエッジセンサが破損する事があります。

６

Ｘ軸

Ｘ軸

Ｚ
軸

Ｚ
軸

Ｚ
軸

２Ｄエッジ
　　センサ

ダイヤルテスト
インジケ－タ

ダイヤルテスト
インジケ－タ

ダイヤルテスト
インジケ－タ

２Ｄエッジ
　　センサ

刃具の径・長さの測定

ドリルコ－ナ－の測定 面取り量の測定

Ｘ軸



７-３.取付方法

ご注意

・２Ｄエッジセンサの取り付けが
　水平でない場合は、測定結果に
　大きな誤差が発生します。
　誤差の生じた状態で測定された
　ツールで加工されますとワーク
　の加工不良や刃具の折損が生じ
　る可能性があります。

７

①２ＤエッジセンサをＸ軸スケ－ル部の先端　
　に挟み込みます。

２Ｄエッジセンサ

Ｘ軸スケ－ル部

ダイヤルテスト
インジケ－タ

②２ヵ所のキャップボルトを付属の六角レン
　チ(2.5mm)にて軽く締め付けます。

キャップボルト
２ヵ所

六角レンチ

③Ｚ軸送りハンドルにてＺ軸を移動させスピン
　ドルの基準面に２Ｄエッジセンサを接触させ
　ダイヤルゲ－ジが“０”位置まで移動させてく
　ださい。

④２Ｄエッジセンサをスピンドル基準面の外径
　部、内径部に接触させ、Ｘ軸送りハンドルに
　てＸ軸を移動させてダイヤルゲ－ジの変位量
　が“０”となるように２Ｄエッジセンサの取付け
　部を調整してください。

“０”

Ｘ軸移動

基準面外径

“０”

Ｘ軸移動

基準面内径

⑤調整後２ヵ所のキャップボルトを付属の六
　角レンチ(2.5mm)にて緩みが無いように確
　実に締め付けてください。

キャップボルト
２ヵ所

六角レンチ

スピンドル
基準面

“０”

ＴＰＳ－４０Ｅの場合
・セッティングゲージの端面で同様に調整して取付けてください。
・セッティングゲージがない場合は、例えば、ドリル先端などを２Ｄエッジセンサの下端測定面の
　どこで測定してもデジタルカウンタの数値が同じになるように調整して取付けてください。



③ PRESET スイッチをＰ１が点滅
　するまで 長押し します。

②「＋」の点滅から次の手順で、
　右の表示になるように PRESET 
　スイッチの 長押し 、 短押し 　
　を繰返します。

・Ｘ軸に33.00を入力
　長押し３回で１０の桁に移動。
　短押し３回で「３」の表示。
　長押し１回で１の桁に移動。
　短押し３回で「３」の表示。
　長押し２回で桁の末尾に移動。

・Ｚ軸に0.00を入力
　長押し６回で桁の末尾に移動。
　このとき、PRESET スイッチを
　押し続けても末尾まで移動でき
　ます。

８

Ｘ軸 Ｚ軸

Ｘ軸、Ｚ軸ともに、基準値は、Ｐ１とＰ２の２つ登録することができ、入力作業は、カウンタが
任意の位置で行うことができます。
Ｘ軸の入力や設定などは半径表示で行い、測定時は必要に応じて HOLD/DATA,φスイッチの 長押し
により直径表示に切替えます。
《入力参考値》
　・TPS-30E：Ｘ＝３３.００、Ｚ＝　０.００（スピンドル端面の刻印がφD=66.00の場合）
　　TPS-40E：Ｘ＝２２.００、Ｚ＝５０.００（セッティングゲージの刻印がφD=44.00、Z=50.00の場合）

８-１.基準値の登録

① PRESET スイッチを右の画面が
　表示されるまで３回 長押し し　
　ます。

 　PRESET スイッチを長押しする
　ごとに、P1(点滅)→ P2(点滅)→ 
　右図の順で画面が切替わりま
　す。

　右図で PRESET スイッチを押し
　続けると、点滅が左の桁から右
　の桁まで移動してしまいますの
　で、P2（点滅）から画面が切替
　わった瞬間に指を離します。

８.プリセットＮｏ.(Ｐ１,Ｐ２)での原点セット

長押し 長押し

長押し 短押し 長押し

長押し 長押し

例）TPS-30E：X=33.00、Z=0.00をＰ１に登録する場合

① ①

② ②

③ ③

●基準値は、Ｐ１とＰ２の２つ登録
　することができます。

●もし、Ｐ２を使用する場合は、
　Ｐ１が点滅した状態で、PRESET 
　スイッチをＰ２が点滅するまで
　長押し します。

●設定をやめる場合や、最初から入
　力しなおす場合は、 ZERO/ABS ス
　イッチを 短押し すると測定モード
　に戻ります。



８-２.基準値の呼出しと確定

Ｘ軸 Ｚ軸

９

① PRESET スイッチをＰ１が点滅
　するまで 長押し します。
　Ｐ１に登録した基準値が表示さ
　れます。
②スピンドル基準外径および基準
　面を清掃します。

・Ｘ軸の場合
　Ｘ軸・Ｚ軸送りハンドルにて
　Ｘ軸・Ｚ軸を移動させ、スピン
　ドル基準外径に２Ｄエッジセン
　サを接触させダイヤルテストイ
　ンジケ－タが“０”位置になる　
　よう調整してください。

・Ｚ軸の場合
　Ｘ軸・Ｚ軸送りハンドルにて
　Ｘ軸・Ｚ軸を移動させ、スピン
　ドル基準面に２Ｄエッジセンサ
　を接触させダイヤルテストイン
　ジケ－タが“０”位置になるよう
　調整してください。

　TPS-40Eの場合は、セッティ
　ングゲージの基準外径と基準面
　または基準値を登録したアー
　バーで設定してください

スピンドル
基準外径

“０”
スピンドル
基準面

“０”

９

Ｘ軸原点プリセット完了 Ｚ軸原点プリセット完了

⑤Ｘ軸の直径表示は、
　HOLD/DATA,φ スイッチを
   長押し します。
　表示値が２倍になり、画面内に
　“φ”が表示されます。

Ｚ軸は、 HOLD/DATA、＋/－ スイッチを 長押し すると、極性（+/-）が逆になり、ディスプレイ
の下側に“REV”が表示されます。通常は“REV”が表示されない状態でご使用ください。
“REV”が表示されている状態からは、 HOLD/DATA、＋/－ スイッチを 長押し すると復帰します。

TPS-40Eは、２Ｄエッジセンサがスピンドル基準面まで移動しませんので、別売のセッティング
ゲージ（SG40-50）またはＸ・Ｚ（50mm以上）の値が分かっているアーバー等を用いて基準値の
設定を行います。
セッティングゲージの場合は端面に刻印された値を登録してください。（Ｘは半径値を登録）

④ PRESET スイッチを 短押し す
　ると、Ｐ１に入力した基準値が
　登録されます。

④⑤
長押し 短押し 短押し

ご注意

長押し長押し

④

① ①

② ②

例）TPS-30Eで基準値をＰ１に登録している場合



９.実際のツ－ルの測定

ダイヤルテスト
インジケ－タ

２Ｄエッジセンサ ２Ｄエッジセンサ

“０”①位置送りハンドルにてＸ軸・
　Ｚ軸を移動させ測定ツ－ルの
　測定部に２Ｄエッジセンサを
　接触させ、ダイヤルテストイ
　ンジケ－タが“０”位置になる
　ように調整してください。

測定ツ－ル

測定ツ－ル

“０”
ダイヤルテスト
インジケ－タ

工具径(Ｘ軸)の測定 工具長(Ｚ軸)の測定

・テストインジケータが“０”　
　位置の時にデジタルカウン
　タに表示される値が測定値
　となります。

・測定ツールの測定部に２Ｄ
　エッジセンサを接触させる
　ときは、必ず送りハンドル
　を使用してください。

９
④Ｘ軸の直径表示は、
　HOLD/DATA,φ スイッチを
　長押し します。
　表示値が２倍になり、画面内に
　“φ”が表示されます。

③ PRESET スイッチを 短押し す
　るとＰ１に登録した基準値が確
　定され、"ABS"と"P1"が表示さ
　れます。

③④
長押し 短押し 短押し

ご注意

・測定を始める前に、必ず基準寸法の確認を行ってください。
　基準寸法が設定値と違う場合は、再度原点セットを行ってください。

・ ZERO/ABS スイッチの 短押し を行うと、ゼロセット(表示"INC"）が行われ、
　Ｐ１またはＰ２で原点セットした座標値がリセットされます。
　再びＰ１またはＰ２基準で使用する場合は、再度原点セットする必要があります。

③

プリセットＮｏ．Ｐ１で測定する場合、デジタル表示画面に”ＡＢＳ”と”Ｐ１”が表示して
いることを確認してください。

　Ｐ２をご使用の場合は、Ｐ１が点滅した状態で、 PRESET スイッチをＰ２が点滅するまで 長押し します。

１0



基準寸法がゼロになる位置に各軸
を移動させ、”0.00”が表示される
まで ON/OFF スイッチを 長押し
します。

Ｘ軸 Ｚ軸

１１

“０”

“０”

　＜例:Ｘ軸＞
　①スピンドル基準外径（TPS-40Eはセッティングゲージの基準外径）で
　　ON/OFF スイッチを 長押し し、”0.00”を表示させます。
　②数値がスピンドル基準外径値の逆数（φD=66.00 の場合 -66.00）に
　　なるように２Ｄエッジセンサをスピンドル中心付近に移動させます。
　　（#40セッティングゲージで、φD=44.00の場合、-44.00）
　③再度 ON/OFF スイッチを 長押し すると”0.00”が表示され、絶対原点
　　となります。

　＜例:Ｚ軸＞
①TPS-30Eはスピンドル基準面で
　原点セット。

①TPS-30E

１０.絶対原点を利用した原点セット
本プリセッタは、Ｘ、Ｚそれぞれ一箇所ずつ任意の位置に絶対原点を設定することができます。
絶対原点は、電源を切っても電池を抜かない限り記憶されますので、基準位置で原点を設定し、原点セット
することができます。
ただし、絶対原点を設定できる数値はゼロのみですので、TPS-40E の場合は２Ｄエッジセンサがスピンドル
基準面まで移動しませんので、Ｚ軸に関しては絶対原点での原点セットはできません。

長押し
長押し

長押し

① ②

③

TPS-40Eは、２Ｄエッジセンサがスピンドル基準面まで移動しませんので、
プリセットNo.（Ｐ１またはＰ２）での原点セットでご使用ください。ご注意



１２

１１.電源のＯＦＦ

短押し

Ｘ軸 Ｚ軸

短押し

・ ON/OFF,ORIGIN スイッチの 短押し で電源を切ることができます。

・次回、電源を投入したときには、電源を切ったときの状態が復元され、前回設定された座標を
　表示します。しかし、安全のために基準外径、基準面で設定値の確認を行ってください。
　基準寸法が設定値と違う場合は原点セットを再度行ってください。
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